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　　　　　　　ジメチルホルムアミド

　　　　　　一』の分解度試験報告書

鴻試験期間　昭和¢9年7月・Z4日～昭和49年8月2ノ日

ユ　供試化学物質名　　ジメチルホルムアミド（K－」0）

　　　　　　　　　　　　　　　　CH－
　　　　　　　　　　　H一。ノ

　　　　　　　　　　　　　”　＼
　　　　　　　　　　　　o　　　eE3

3　試験方法及び条件

撒i脚一一・
　31試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　32酸素消費量測定

　　　　3／の記録による

　ユ3生分解試験後の直接定量法

　　　色）便用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　紫外可視自記分光光度計

　　　　　ガスクロマトグラフ　　　検出器　FID

　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

缶）分析試料の前処理

　　　　　　順順液一

　　　　　　　　　　・’0磁分取

　　　　　　　　　　・遠心分離
　　　　　　　　　　　　　（15’00σ×／0昼間）

　　　　　　匡登司

　　　　　　　　　　・ろ別

　　　　「一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　一

　　　　　　　　　　　　　　く一一内標準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　（ジメチルアセトアミド）

lT・c計厩骸麟薗
（c）分析条件

　o全有機炭素分析計　（TOO計）

　　　　流　速　　丁0回路　　200認／曲

　　　　温　度　　TC炉　　 900’G

　o紫外可視自記分光光度計　（吸光光度計）

　　　　波　　　長　　　　　　・2／’皿

　　　　スリット幅　　　　　　　　4nm

　　　　使用セル　　　　　／0鳳×！0篇
　Oガスクロマトグラフ（〔｝O）検一出器

　　　　キヤリナが貞　　　　　　N2　　　¢0弼し／凶

　　　充てん剤　　　　　　ツイーン60／0％

　　　　ガラスカラム　　　　　　2黛φ×／傷

　　　カラム温度　　　　 220℃
　　　　　　（以下余白吹貫に続ぐ）
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